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博物館は宝の山!，....，博物館資料の活用~開館5周年記念事業実行委員会※

神奈川県立生命の星・地球博物館も

平成 12年3月に開館5周年を迎えま

す。とれまでの開館 1・3周年時には、そ

れぞれ「自然史博物館のあり方」、「ユニ

/¥ーサル ・ミュージアムー視覚障害者

と博物館Jといったテーマを取り上げ
シンポジウムを行ってきました。今回

は、博物館資料に目を向け、「資料の活

用」について掘り下げるべく標記タイ

トルの講演会を企画しました。
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博物館資料は活用が生命

~博物館資料と博物館活動理念~

・・潰田隆士(館長)

博物館から “物"が消えたら、など

ということを考えるのは全くのナン

センスです。いかに高度科学技術社会

だからといって、ノてーチャjレ・イメー

ジだけのディ ジタル ・ミュージアムが

成り立つわけはありません。“物"あっ

てこそ画{象化できるのですから、電子

情報は極めて有効な補佐役、と受け止

めるのが良識というものでしょう o

といって、 “物"を収蔵庫いっぱいに

抱え込んで、いても、いかに立派な標本

を展示室に飾っていても、博物館の実

力が本当に活かされているとは言え

ません。博物館の資料というものは、

できるだけ有効に利用されるべく配

慮、され、処置されるべきものだと思い

ます。

生涯学習時代に最も 相応しいメ

ディア機構として、“物"に触れ、本物

の持つ奥深い情報に接しながら様々

の切り口で知的好奇心を満足させる

ことができる 「場」、それこそが、 真に

生きて“聞かれた博物館"と呼べるの

でしょう。

埋もれた宝を掘り出す

~魚類写真資料データベースに

秘められた可能性~

. • .瀬能宏(学芸員)

神奈川県立生命の星 ・地球博物館で

は、まったく新しい試みとして、ダイ

パーが撮影した魚の水中写真を収集

しています。写真は客観的な記録媒体

であり、撮影者の魚に対する知識とは

無関係に等しい資料的価値を持って

います。また、標本では保存できない

生きている時の美しい色彩を記録す

る乙とができます。さらに、被写体の

正確な名前がわかれば、撮影場所や撮

影水深、撮影年月日などの属性を利用

して、標本と同じように様々な研究活

動に役立てることも可能です。これら

のことは、魚の研究とは無縁のダイ

ノTーが、日々、それこそ世界各地で撮

影、蓄積しつつある写真はすべて、魚、

の研究に役立てられることを物語っ

ています。多くのダイパーが撮影した

水中写真をコンピューターを使って

データベース化できれば、魚の分類や

生態、分布の研究がどれだけ進展する

ことでしょう。研究者からみると、ダ

イパーが損影している水中写真は、ま

さに埋もれた宝の山なのです。

植物標本利用のすすめ

勝山輝男(学芸員)

植物の名前を調べるのに、日本では

図鑑を使います。日本の植物に関して

は良い図鑑が多数出版されています。

したがって、変異が少なく、分類上問

題のない種類は図鑑を用いて同定が

できます。しかし、分類上問題のある

種類は図鑑の記述では自信をもって

同定することができません。このよう

なときには植物標本が集積されてい

る標本庫を利用することをおすすめ

します。植物の標本庫のととを殴米で

はハーバリウムといいます。殴米では

単独で設置された国立のハーパーリ

ウムがあり、ときには植物園にハーバ

リウムが設置されていて、そこがその

国の植物研究の中枢になっています。

残念ながら、日本ではハーバリウムと

いう施設の名前は定着しませんでし

た。植物園も多くは庭園的な要素が強

く、職員に栽培の専門家はいますが、

植物分類の専門家はなく、ハーバリウ

ムも持っていません。日本では大学の

植物分類学の研究室や博物館の植物

部門で細々とハーバリウムが維持さ

れています。当館のハーバリウムは日

本産の植物が大部分で、すが、北海道か

ら沖縄までのほとんどすべての植物

が収蔵されています。県内のアマチュ

ア植物研究家が中心になって 『神奈川

県植物誌2001Jの編纂作業が行われて
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Lミますが、その執筆者も記載を書くに

あたって、植物標本を参考にしていま

す。標本にあたる乙とにより、既刊の

図鑑には記述されていない形態の特

徴に気付き、ときには新分類群が記載

されるとともあります。日本は外国に

比べてハーバリウムは整備されてい

ませんが、アマチュアの植物研究は逆

にさかんで、す。アマチュア植物研究家

が、博物館等のハーバリウムを利用し

育てることにより、日本のハーバリウ

ムもしだいに充実することと思いま

す。当館ではアマチュア植物研究家に

とって利用しやすいハーバリウムに

することを目指しています。

みんなで化石さがし!

~新しし、化石ローンキットの試み~

一回口公則 (学芸員)

化石と聞いて 「発掘をしてみたい」

と思う人は多いでしょう。そんな夢の

ために、博物館に大量にあった化石資

料を学校等に貸出して教材利用に活

用するプロジェクトを試みました。

材料は、地層から持ってきたままの

化石を含む未処理の岩塊です。つま

り、その材料は、野外での化石採集の

ように化石を探す作業を可能にする

ものです。この教材利用の呼びかけに

対して多くの学校等の利用があり、利

用先では大勢の子どもたちがワクワ

クしながらの化石体験を楽しみまし

た。そして、子どもたちの子によって

多数の化石が丁寧に標本化されました。

一方、博物館では子どもたちの標本

を博物館資料として受け入れること

にしました。自ら見つけた化石を博物

館資料として登録し、資料収集活動の

一部を担うことで、博物館活動を体験

してもらいたかったからです。子ども

たちの見つけた化石は、貝の破片まで

も登録しました。つまり、よく見つか

るけれども保存が悪くて図鑑ではわ

からない化石がコレクションに加

わったのです。これは、つぎに化石さ

がしを体験する子どもたちが化石を

調べる際の最良の資料となりました。

学芸員 と教員が橋渡しとなって資

料を活用し、子どもたちの「化石体験j

と「博物館体験jにつながりました。


